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1.は じめに ～問題意識 と研究の目的
現在、一般的な教育観 は、それ までの 「教 師中心」 とされた ものか ら 「子 ども中心」
へ と移行 しつつある。 また学校教育においてはその主体が子 どもであると規定 されるが
ゆえに、子 ども一人一人に応 じた授業内容の導入、 もしくは子 ども一人一人に応ずるこ
とがで きるような教科 を横断する新教科の設置、そのような新教科 を実行 してい くため
の授業形態が全国各地で展 開されている。
現実の授業実践の場 において、授業の実施 ・展開 ・評価 といった一連 の流れの中で中
心的な役割 を果たすのは教師であ り、上述 したような状況 を照 らし合わせて考えてみる
と、現代 の教師には既存 の授業観や教師観か ら新 たな考 えへ の転換が求め られ、授業実
践の中では状況に応 じて柔軟な姿勢 をとることが望 まれていると言 えるだろう。
そ して教育学分野 における教師教育'・授業研究 といった領域では、専 門家 としての教
師の力量を定義 してい くために、教師の技術 をいかにとらえるか、 また教師の技術 をい
かにして育成するかなどの問題が論議 され、それ らの問題 に応 じて実践的に数多 くの研
究が行 われ、その知見が積み重ね られている(生 田 ・吉崎、1997)。
また、井上は 「ベテ ラン教師の授業 というのは、そ こに見 られる様 々な知識 ・知見 ・
考えが客観 的に記述されることを通 して、他の教師にとって も同様 に実現 ・実施可能で
あ り、伝達 できるもの として受 けとめたい」「授業一般についての知見 を教育実践の中か
ら得なければ、積み重ねのある共通の財産 にしてい くというこ とはで きないだろう」 と
い う考 えから、斎藤喜博 をはじめ とす るベテラン教師 に注 目し、その授業記録 を分析す
ることによって教師の教育技術 を解明する研 究を行 って きている(井 上、1988)。
本研究 においては、,大村 はまとい う一人のベテラン国語教 師に対する回想録 を分析す
ることを通 じて、そのベテラン教師の 「教師像」 を明 らかにし、その教 師が身 につけて
きた教育技術の要素を得 ることを主な目的 としている。 また同時に大村 はまが行 った授
業の映像記録の分析 を通 して、今 日の教師に求められる教育技術 とは何 かについて考え
てみたい。
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2.大村 は まとい う教師
本研究では、国語教育において今なお多 くの教師に影響 を与 えている大村 はまの授業
実践 をとり上げる。大村 はまは表1に あるように、1906年に横浜 に生 まれ、東京女子大
学卒業後、信濃教育の中心的存在であった長野県諏訪高女に赴任 し、そこで当時国語教
育の中心的人物であった芦田恵之助 に出会い、国語教師 としての素地 を身につけた。第
2次世界大戦後、 「捨て身 になって新 しい時代 の建設 にうちこみたい」 とい う気持 ちか
ら、東京府立第入高女か ら新制中学(深 川第一中学校)に 転 じ、その後一貫 して公立の
中学校 において国語教育の授業実践 を行 った。波多野(1990)の「この人 は教師になっ
て くれたので、日本の国語教育が今 日の国際的水準にまで昇 ることになった」 との言葉
や、これまで大村はまに直接教 えを受けた生徒の数、または実践指導 を受 けた教師の数
が非常 に多 いことか らもその影響の大 きさをうかがい知 ることが できよう。
表1.大 村 はまの略歴













NHKテレビで4回 シ リーズ 「教師であ り続ける」
が放映される
3.大村 はまの授業論
大村 はまについては、NHKで 「教 える」 とい う番組が制作 され、大村 は まを"教 師
生活48年、今 も教壇 に立つ先生 を追跡"と いうタイ トルで放映された(1976年8月7日
放映)。この番組記録 をもとに若干述べてみたい。
は じめに48年間の教 師生活 を振 り返って、 これ まで努力 したことについて、大村はま
は次の ように述べている。
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その一つは 「は じめは夢 中で した」「や さしい先生 とか、熱心 で真面 目な先生 というふ
うに考えた」のだが、教師はそれだけではだめなんだということに気がつき、結論的に
「教師は、その他 に未来を築 く子 どもたちの持つべ き力を確 実につけていかなければな
らない。それがなければ職業 として誤 りだ」「教師 として子 どもたちに本当 に力 をつ けよ
うと思ったんです」 と述べ ていることである。
この"本 当につけなければならない力"と いうことは一体何か。これが実 は大村 はま
の一つの教育の目標の原点 になっていると考 えられる。例 えば大村はまの教 え子たちは、
「自分の個性 をとにか くその場 で大いに発揮 して、集団生活の一員 として参画意識 を持
つ とい うことを非常に強 く教え られた」ことや、 「しょっちゅう話 し合 いとか意見 をま
とめる とかいうことは訓練 されていた」 と述懐 している。 これによると大村 はまの"本
当につけなければならない力"ま たは"実 力"と は実社会 において、 自己表現 を行 う力
を指 していると考 えられるだろう。
これに対 して、教材 については、いわゆる教科書を使 わず、 「2度と同 じ教材 を、同
じ子 どもたちに使 わない。それは子 どもにとっても新鮮である し、あるいは自分に とっ
て も新鮮 な気持 ちで教室に出ることがで きるからだ」 とも述べ ている。
さらに、 「教 師はいつ も子 どもたちが何 を身につけなければいけないか、身につ けて
いるということをきちんと見つめていなければいけない。そ うしない と新 しい授業 とい
うものを私 は創造で きない」 と述べ ている。
授業のや り方で、ひとつの心構 えを示 しているところがある。それは 「子 どもたちが
楽 しい顔 をしているときに、私 は冷 たい ような心で、子 どもたちが今何 を、何の力 をつ
けつつあるのか、それ を見つめている」 とい う箇所である。つまり、この部分で子 ども
たちが何 を身につけつつあるのかについて子 どもたちを診断 ・評価 し、次に何 をや らな
ければいけないか を、つねに意識的に考 え、次の手だてを意思決定 していると言 えるだ
ろう。この ように教材論 を常に対置 させた大村 はまの授業論 は、同時代 に活躍 した東井
義雄、斉藤喜博 らの授業論 とは一線 を画 している。
4.授業の実際(1)～回想録の分析 を中心に～
ではこの ような教師、大村はまの実際の授業 とは一体 どの ような ものであったのだろ
うか。ここでは大村はまをめぐる回想録の分析 を通 じてその実像に迫ってみたい。
4-1.分析の対象 と分析手法
分析 の対象 となる回想文 は小 学館 『総合教育技術』10月号増刊(1985年)「大村 は ま
一教師の生 き方 と授業の創造 一」 に所収 された24人の文章である。
この回想録 を分析す る手法 として、井上(1996)のキーワー ド抽出 ・構造化法を利用
した。 この手法は個々の回想文 に出現するキーワー ドを抽出 し、それ を仮説的に作成 し
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たカテゴリーに分類 し、個別的なカテゴリーを総合化 してい くことによって、対象 とな
るもの(こ の場合であれば大村はま)に 関連する要素 を構造化 してい くものである。そ
の手順は表2の ように表 される。
表2.井 上(1996)の開発 に よる、 キー ワー ド抽 出 ・構造 化法
①対象 となる文章(記 述)を 決 める。
② 文章 を特徴 づけ る 「キー ワー ド(キ ーセ ンテ ンス)」を抽 出す る。(数 は特定 しない)
③抽 出 したキーワー ドをい くつ かのカテ ゴリーに分類 する。作 業仮 説 をつ くり、 カテゴ
リーを決めてい き、一覧表 にま とめる。
④ キーワー ド間の関連構 造 を作 ってみる。(階 層性 、近接 、類似 、並 列、反対、対比、
逆 、分 岐、統 合 など)
⑤ 主要キー ワー ド群 を明確 に してい く。
⑥ 主要キー ワー ド群 に照 ら して もう一度 読み直 し、本 質的 な意 味 ・意図 を捉 えなおす。
⑦ 浮かび上が って きた意味 ・意 図を文章 としてま とめ る。この ときCitationIndexをす る。
ここではキーワー ドを抽 出 してい く中で表3の ようなカテ ゴリーが仮説的に作成、整
理、決定 された。また回想文 を書 いている人物が大村 はまにどの ように接 したか、立場
によってその視点 も異 なる と考え、① 「実践者」としてみる視点(教 育学者 など)② 「中
学校教師」 としてみる視点(大 村 はまの教え子)③ 「指導者」 としてみる視点(同 僚の
教師、内地留学生)④ 「取材対象」 としてみる視点(マ スコミ関係 の人物)の4つ に分
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































これら4つ の視点 を持つ人々24人が挙げた大村 はまの授業 に関するキーワー ド、キー
ワー ドの属するカテゴリーの比較を してみると、表5の ように、その立場によって大村
はまを見ている側面が異 なっているということがわかる。同時に、4つ の視点 ・立場の
人々が重複 して挙げている部分がある。それは、教室 内で 「子 どもを教 える」にあたっ
て、大村 はまが実践 した 「学習の内容」 と 「学習教材 ・素材」である。 これら2つ のカ
テゴリーは大村 はまについて語 る上で、大村 はまに接 した人 々に とって非常 に印象に強
く残 っている事実である と推測 されることか らこれ らのカテゴリーは大村はまの授業 を
特徴づける要素であると思われる。
上述 した多数の人々が想起 しているカテゴ リー 「学習の内容」、「学習教材 ・素材」 に
含 まれるキーワー ドを総合的に重ね合わせてみてみると、大村はまが多様な素材(学 習
の素材、大村はま自身は題材 とも呼ぶ)に 目を向けていることがわかる。それ らは生徒
にとっては、 自分の生活の中に存在 している ものであ り、かつ何 らかの形で 「ことば」
に関連 しているもの(新 聞、車内広告、本の推薦文)で ある。 またそれ らの素材 を中心
にして進められる学習の内容 も、 「手紙の書 き方」「会議の しかた」等の単元名に現れて
いるように、 「ことば」 を軸に して生徒が 日常過 ごしている 「生活」 と乖離 しない よう
心がけられている。
表5..大村はまを回想する4つ の立場と、各立場の人物が多 く回想するキーワー ド
どう接 したか 人数 属するキーワー ドの多いカテゴリー 立場(例 えば)
「実輩者」として見 る 12人
子 どもを教える→
大村は聾 騨 ・騨 材●素材








子 どもを教える→ 襲 同僚の教師内地留学生
「取材対象」として見る 2人
大村はま個人→
評価 ・印象 ・エピソー ド
マスコミ関係者
4-3.大 村はまの授業展開 とそれを支 える 「教材観」
一般 に大村はまの授業の展 開過程 は図1に 示 されるような単元学習 と見なされてお り、
その過程において生徒 自身が様々な道具 を利用 しなが ら、 自分だけの教材を作 り上げて
いる。
82






この授業展開過程 の中で一番大村 はまが重要視 している ものは 「素材(題 材)」であ り、
素材 を教材化 してい くプロセスは興味深い。筆者はそのプロセスを①教材の発見、②教
材の収集、③授業へ の展 開の3段 階に分 けて考察を行 う。①教材 を発見する段階で大村
はまが見つけだす材料(題 材)は 大村 はまの 日常生活の中に存在する ものであ り、それ
は同時に生徒の 日常生活の中にも存在するものである。 またその レパー トリーは多彩で
あ り、本、文学書、新聞 といった文字中心の もめから絵本、漫画、写真 など映像 を含ん
だ もの もある。②収集の段階で特徴的 なのは即時的に 「単元内容 に合 わせて」素材を収
集するのではな く、長期的 な視野に立 って、学習者である生徒 と共 に素材を収集 してい
る点である。 また扱 う事項 に関連す るものを可能な限 り多 く収集 している点 を挙げるこ
ともできるだろ う。③展 開の段階では、②収集の段階 と同 じく、生徒 の参加が非常に重
要 となっている。 これは 「子 どもに とって 『価値』のある教材にす るために」大村はま
が一つの素材 を全て一人の生徒 に任せ ることからもうかが うことがで きる。また生徒の
学習の動機づけ として大村 はまによる 「発問」が大 きな契機 となっている点 も見逃すこ
とはで きない。
例 えば単元 「漫画について考 える」で は、 「漫画 はどう して面 白いのか」「(生徒が よ
く読 んでいる漫画を指 して)こ の漫画が古い とい う意味がわかるか」 とい う問いかけを
大村 はまが行い、生徒がその発 問に応 える形で調べ学習が展開された様子が示 されてい
る。
5.授業の実際(2)～ 『子 ども日本風土記』を使 った授業か ら学ぶ
次 に大村はまが行 った実際の授業について、映像記録(表6)か ら一部 を取 り出 し大
村の教授行動、特に発問に注 目して分析 を行 う。
これは 『子 ども風土記』 とい う本 を使 って行 った授業である。 この本は、県別に47冊
で構成 されてお り、クラスの一人一人に別々の本 を渡す ことによって、一人一人に重い
責任 を持 たせることがで きる と考えたのである。まずパ ンフレッ トを読み、次 に本 を読
みなが ら、そのパ ンフレットに書かれている推薦 の通 りだ と思 うところに赤いテープを
はさみ、推薦 してないけれ ども自分 自身が よい と思った、気に入 ったところ、感動 した
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とい うところは黄色いテープを挟む。 またこの点はどうかな、 というふ うに疑問 を持 っ
たところには青いテープをはさむ ことをさせ ている。その間一人一人の子 どものところ
を回 りなが ら、子 どもたちが何 を考 えているのか、あるいは指示 した作業が的確 に行 わ
れているかどうか、机問巡視 しなが ら個別的な指導を している。
次 に教 師の発問 と子 どもの応答 関係 を考察する。表6の 行動 はそれぞれ、①Tは す ぐ
答え られる指示的な要請行動 であ り、②Sは 、その まま受けられる応答であると見 なす
ことがで きる。 また③Tは 、子 ども自身がそれを受 け入れ、授業で確認 した とい うこと
にな り、⑤Tは 、子 どもの応答に対 して、さらに掘 り下げ深めてい く行動 である。この
⑤Tに 対する生徒の応答⑥Sは 、そのまま教師が受け入れ られる応答 とも考 えられるが、
ここでは、それ をさらに解明 していこうとしている。⑦Tは 応答内容 を解 明 してい く行
動 で、⑧Sの 応答で は答 えになってい ない。単 なる生徒の確認 だけなので、 さらに⑨T
「どういう風 に?」と具体的な例 を挙げるように、内容 とその主旨を解明す る行動 をとっ
ている。⑩sの 応答は、 さらに考 えさせ る必要がある と思われ、⑪Tは 確認 しなが ら応
答内容を生徒 に返 し、 さらに⑨Tと 同じように、⑬Tで 具体例 をあげる ような解明的な
要請行動 を行 っている。⑮Tも 内容 とその主旨を解明す る行動である。
このように、⑦T、⑨T、⑬T、⑮Tの 発問 に共通 してみ られ る点がある。すなわち、
その応答の内容 をさらに解明 し、掘 り下げ、焦点化 してい く解明的な行動 を繰 り返す こ
とによって、生徒 に例 をあげさせ、別の視点から考 えさせ、思考やイメージ を発展 させ
るような発 問を行 っているのである。
⑯Sの 応答 などは非常 に情意的な側面で、文章 を読んで心の中か らイメージをわかせ
ている。
大村 はまの教授行動の中で多 く見 られるのは、子 どもに対す る問いかけ ・発問であ り、
これは子 どもの反応 ・応答への2次 的対応行動 であ り、解明行動で もある。つまりそれ
だけ子 どもたちに考えさせ、思考 を掘 り下げてい くことを、教師が常に意識 しながら子
どもに問いかけていると言えるだろ う。
表6.大 村はまの授業の記録(プ ロ トコル)～ 『子 ども風土記』 を使 った授業
①T:……さんはね、方言が どうとかしたってところを見せてち ょうだい。
②S:はい。ここです。




⑥S:方言が書いてあるとその土地や、そ こに住んでいる人 の風 俗な どが出ていい





⑩S:ぼ くの場合は鹿児島県で、種子島の方言 なんですけ ど、 ここには昔、藤原時
代のころから罪人の流 され る島だったから鹿児 島などよりよ り中央 に近い言
葉が使われていた と書いてあるんです けど、そうい うことか ら風俗が出るん
じゃないか と思 ったか ら、 もっと推薦 した らいいと思い ました。
⑪T:う ん。中央 に近い言葉がここにはあるってわけ?
⑫S:は い。
⑬T:あ 、そ う。 じゃ、風俗が出 るっていうのは、た とえば どんな言葉 で?
⑭s:た とえば、"あ なた"と い うことを"わ っつ"と い った り、"カ エ ル"と い
うのを"バ ク"と い った りして、そ ういうので何 か出てるんじゃないかなあ
と思いま した。
⑮S:あ 、そう。その土地のその言葉 をい っている人の顔つ きまでが、浮かんだ り
するってい う意味?
⑯S:は い。 なんか、畑仕事 か ら帰 ってきたお じい さんや なんかが、そ うい うふ う
な言葉を使 っている情景 とかが 目に浮かんできた りする・…・・
⑰T:あ 、そ う。それは、作文の中の人の言葉で しょう?
⑱s:は い。人の会話 している言葉。
⑲T:あ 、会話 してい る言葉ね。そ う。
6.本 研究のまとめ と今後の方向性
大村はまをめ ぐる回想録 や授業記録 を分析することに より、大村はまの授業論、 また
は授業のようすの整理 を行 った。まずはじめ に、大村は まの授業の特徴 は、教材開発の
手法、 とりわけ教材 となる題材(素 材)の 選び方 に最 も現れてお り、その題材(素 材)
は 「教師の生活」 と 「子 どもの生活」 の両方に存在する ものが積極 的に使 われているこ
とがわかった。次 に教材開発の背後にある大村 はまの教材観 と共にその教材化の手法 を
明らかにす ることができた。例 えば大村はまが題材(素 材)を 教材化する段階には①教
材の発見、②教材の収集、③授業への展開の3つ があり、それぞれの段 階において学習
者である子 どもの参加が大 きな役割 を果た していること、その きっかけともなる発問は
大村はまの授業 の中で重要な役割 を果 たしていることが確認 されている。最後に、授業
の映像記録 から大村 はまの授業展 開過程 を考察することによって、大村 はまが解明的な
発問を繰 り返すことによって、生徒に例 をあげさせ、別の視点か ら考 えさせ、思考やイ
メージを発展 させ るようとしていることが明 らか になった。
以上のような分析結果 を重ね合 わせ ることによって、以下のような課題 を見い出す こ
とがで きるであろう。それは例 えば、 「回想録」 とい う分析対象か らは引 き出すこ との
で きる要素があることが認 められると同時に、引 き出すことので きる要素 に限界がある
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ということ、また大村 はまの教育技術 は学習者にどのような影響 を与えていたか、授業
の実際 に迫 りうることがで きなかったとい うようなことがあげられる。よっで、大村は
まが 「す ぐれた教 師」 たる所以 を学習者 による学習記録(鳴 門教育大学所蔵)や その他
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ResearchontheTheoryofTeaching(1)
AnExcellent,ExperiencedTeacher,OmuraHama
Inthisstudy,theauthortakesOmura.Hamawhohasbeenteac㎞ngJapaneseins㏄ 一
〇ndelyschoolandtrystoseethereasonwhyOmuraisqalled``anexellentteacheビ'inJa-
pan.Therearetwosectionsaboutherhere.
First,usingtheStructuringmethodofKeywordandanalysingtheremin孟scenceabout
Omura,theresultssbowthatshewasteachinginherclassroomwithmanymaterialsshe
fbund`anddeveloped.
Second,analysingthevisualrecord,somepaltemsofherteaching-behaviorsinher
classroomarefbundout.WecanseeoneofthemffomthescenethatgMngmanykin"s
ofquestiontoastudent,OmuraIethim(her)examinewhathe(she)answered.
